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■実践内容：「論理的な文章を書く力を高める指導」→｢卒業文集を書こう｣
○「小学校生活の思い出」や「将来の夢」など、何を大きなテーマとして書くか考える。

○大きなテーマを中心に「言葉の地図」にして書き出してみる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○それぞれが書いた「言葉の地図」をグループで共有し、共有した内容で良いと感じるものがあったら自分の「言葉の地図」に付け足す。

○｢言葉の地図｣から自分がどの内容について書くのかを選ぶ。（１～３つ程度）

○文章の構成のポイントを確認する。
　・書き出し
　・根拠（理由、きっかけ）
　・書き納め（まとめ、今後どうなっていきたいかなど）

○実際に書いてみる。
　・工夫・・・文章がなかなか続かない場合や、自分が思っていることが上手く書けない場合は消しゴムを使わずに鉛筆で線を引き書き残しておく指導を行った。
■ふり返り
今回は、「卒業文集」を題材に研修で得た知識を活用して実践を行った。始めは何を書いて良いのか分からなく、困っていた児童が大半であったが、「言葉の地図」を使ったことで、文章の構成に対しての見通しを持てる児童が増えた。また、それぞれが書いた｢言葉の地図｣を共有したことで、友達の感じ方や考え方に気づく児童もいた。一方、文章を書くことに慣れていない児童や、文章を書くことに対して苦手意識がある児童もいる為、継続して学習する場面を作り、指導をしていく必要があると感じた。
